
造
業
は
設
備
投
資
負
担
が

大
き
く
、
利
益
を
確
保
し

な
が
ら
技
術
革
新
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
加
え
て
、
原
材
料
費
の

変
動
が
利
益
率
に
大
き
く
影
響

し
、
在
庫
管
理
や
生
産
性
向
上
の

た
め
の
投
資
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。
近
年
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
対
応
の
投
資
ニ
ー
ズ
も
増

加
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
生
産
数
量
増
大
や

新
規
受
注
に
伴
う
運
転
資
金
お
よ

び
新
規
設
備
の
導
入
、
老
朽
化
設

備
の
更
新
な
ど
様
々
な
資
金
ニ
ー

ズ
が
考
え
ら
れ
る
業
種
だ
。

財
務
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
①

財
務
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
①

固
定
資
産
回
転
率

固
定
資
産
回
転
率

　
固
定
資
産
回
転
率
は
「
売
上
高

÷
固
定
資
産
」
で
計
算
さ
れ
、
設

備
投
資
が
売
上
に
ど
れ
だ
け
貢
献

し
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で
あ

る
。
製
造
業
は
設
備
投
資
負
担
が

大
き
い
た
め
、
固
定
資
産
の
活
用

度
が
低
い
と
資
金
繰
り
に
影
響
を

与
え
る
。

　
例
え
ば
、
固
定
資
産
回
転
率
が

低
い
（
設
備
の
稼
働
効
率
が
低

い
）
場
合
は
、
過
剰
な
設
備
投
資

に
よ
り
投
資
効
率
が
悪
化
し
て
い

た
り
、
遊
休
設
備
が
多
く
減
価
償

却
費
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合

は
、
設
備
の
売
却
お
よ
び
規
模
縮

小
が
考
え
ら
れ
る
。

　
回
転
率
が
高
い
場
合
は
、
生
産

能
力
が
限
界
に
近
づ
き
追
加
の
設

備
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

設
備
拡
張
や
効
率
化
設
備
へ
の
更

新
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
設
備
資
金
需

要
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

財
務
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
②

財
務
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
②

棚
卸
資
産
回
転
率

棚
卸
資
産
回
転
率

　
棚
卸
資
産
回
転
率
は
「
売
上
高

÷
棚
卸
資
産
」
で
表
現
さ
れ
、
在

庫
の
効
率
的
な
管
理
が
で
き
て
い

る
か
を
測
る
指
標
で
あ
る
。
製
造

業
で
は
過
剰
在
庫
に
よ
る
資
金
滞

製

製
造
業

製
造
業
のの

財
務
分
析
と

財
務
分
析
と

資
金
ニ
ー
ズ

資
金
ニ
ー
ズ

１１ 主
要
７
業
種
で
解
説
！

主
要
７
業
種
で
解
説
！

財
務
分
析
を
切
り
口
に
し
た

財
務
分
析
を
切
り
口
に
し
た

資
金
ニ
ー
ズ
発
掘
法

資
金
ニ
ー
ズ
発
掘
法

製造業の財務分析のポイント
①固定資産回転率の増減
　⇒�固定資産回転率は「売上高÷固定資産」で求め
る。固定資産回転率が低いと投資効率の悪化が
懸念され、高いと追加の設備投資が必要になっ
ていることが想定される。

②棚卸資産回転率の増減
　⇒�棚卸資産回転率は「売上高÷棚卸資産」で求め
る。棚卸資産回転率が高すぎると納期遅れから
機会損失している懸念があり、低いと売れ残り
の増加が懸念される。
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留
が
大
き
な
課
題
と
な
る
場
合
も

多
く
、
重
要
な
指
標
と
い
え
る
。

回
転
率
は
高
す
ぎ
て
も

低
す
ぎ
て
も
問
題

　
回
転
率
が
高
す
ぎ
る
場
合
は
受

注
増
に
対
し
て
在
庫
が
不
足
し
、

納
期
の
遅
延
か
ら
機
会
損
失
し
て

い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
増
産
す
る
た
め
の
設
備
投

資
や
原
材
料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た

資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
反
対
に
回
転
率
が
低
い
場
合

は
、
自
社
商
品
の
陳
腐
化
に
よ
る

売
れ
残
り
の
増
加
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
新
商
品
開
発
の
た
め
の
研

究
開
発
資
金
や
設
備
投
資
資
金
ニ

ー
ズ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
製
造
業
に
お
い
て
は
単
な
る
設

備
投
資
資
金
以
外
に
も
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
ラ
イ
ン

の
最
適
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が
ト

レ
ン
ド
で
あ
る
。
人
手
不
足
や
後

継
者
不
足
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
技

術
を
使
っ
た
業
務
効
率
化
や
技
術

継
承
が
急
務
と
い
え
る
。

　
他
に
も
国
内
の
市
場
が
縮
小
傾

向
の
場
合
に
お
け
る
海
外
展
開
資

金
や
、
新
た
な
商
品
を
開
発
す
る

研
究
開
発
費
と
い
っ
た
資
金
ニ
ー

ズ
も
考
え
ら
れ
る
。

　
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
技
術
革

新
や
ニ
ー
ズ
の
あ
る
高
度
な
新
商

品
開
発
が
利
益
確
保
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
リ
ス
ク
を
見

極
め
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
資
金
ニ

ー
ズ
に
は
積
極
的
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
た
い
。

業界動向を踏まえた資金ニーズ

・設備資金
　AI・IoT活用した生産ラインの最適化など
・人件費関連
　人手不足対応、賃上げなど
・販路開拓・研究開発費
　海外展開や新商品開発など

損益計算書 単位：千円

項目 前期 当期 増減 増減率（%）

売上高 500,000 550,000 50,000 10.0

売上原価 300,000 320,000 20,000 6.67

売上総利益 200,000 230,000 30,000 15.0

販売管理費 80,000 90,000 10,000 12.5

人件費 50,000 55,000 5,000 10.0

その他販管費 30,000 35,000 5,000 16.7

営業利益 120,000 140,000 20,000 16.67

税引前利益 110,000 130,000 20,000 18.18

当期純利益 80,000 85,000 5,000 6.25

貸借対照表 単位：千円

項目 前期 当期 増減 増減率（%）

流動資産 250,000 270,000 20,000 8.0 

現金・預金 80,000 85,000 5,000 6.3 

売掛金 100,000 110,000 10,000 10.0 

棚卸資産 70,000 75,000 5,000 7.1 

固定資産 300,000 320,000 20,000 6.7 

資産合計 550,000 590,000 40,000 7.3 

流動負債 200,000 220,000 20,000 10.0 

買掛金 100,000 110,000 10,000 10.0 

短期借入金 100,000 110,000 10,000 10.0 

固定負債 150,000 160,000 10,000 6.7 

純資産 200,000 210,000 10,000 5.0 

負債・純資産合計 550,000 590,000 40,000 7.3

※網かけ部分は財務分析の際の重要ポイント
（出所）筆者作成

製造業の決算書のサンプル
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